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海外の動向調査をもとにしたショーケース・プラットフォームの準備 4

1
インフラの長寿命化技術に関する現実利用を踏まえたDBサービスの構築
多様な情報連携の場の構築。自治体向け広報の充実。

2 地域の特性に応じたアセットマネジメントシステムの構築

3 新たなインフラ維持管理ビジネス創生のための環境整備

地域における人材教育を含めた大学をベースとしたインフラ維持管理支援体
制の検討。関連団体をベースとした拠点化形成

4
Society 5.0の根幹を担うインフラ関連データベースの構築
インフラ関連データによる新たなビジネス展開

レピュテーションを基軸とした地域経済活性化に関するビジネスモデルの提案
民間導入促進に向けた拠点化形成

5 地域事例をショーケースとした国際展開

SIPインフラの出口戦略に向けて

インフラに関する様々なデータの一元管理体制の構築
防災・減災、自動走行などとの連携を含めたインフラデータビジネスの提案

技術の社会実装加速体制の構築
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地域特性に応じたアセットマネジメントシステムの展開と実装
自治体との連携を軸にシステム化を加速
地域特性に応じたアセットマネジメントシステムの展開と実装
自治体との連携を軸にシステム化を加速

インフラの長寿命化・高耐久化を実現するアセットマネジメントシステム
に基づく、地域が主役となる新たなインフラとの共存社会の提案 （社会運動）

地域実装支援チーム (１１機関）
・全国より大学を選定
・自治体との連携実績、地域での拠点化戦略
・地域特性に応じた新技術の開発支援

ビジネス化支援チーム （２機関）
・自治体との財務的連携支援
・SIPインフラにおいて開発された技術の
社会実装、商品化の支援

開発技術の地域実装の加速
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インフラの劣化の進行は極めて緩やかで、
維持管理・更新の効果が見えるのは数十年先

インフラ維持管理・更新に関するビジネス環境
は未整備。民間企業の参加は容易ではない。

未来への投資

（インフラ維持管理の成果によって得られた
レピュテーションをトリガーにした地域活性化）

社会インフラの長寿命化

出口戦略








